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中
国
社
会
経
済
シ
ス
テ
ム
の
バ
ー

ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
と
日
中
間
「
戦
略

的
互
恵
関
係
」
の
再
構
築

●
序二

〇
一
二
年
九
月
以
降
、
日
中
関
係

は
特
に
厳
し
い
状
況
に
あ
る
が
、
日
中

両
国
共
に
両
国
関
係
改
善
の
糸
口
を
探

ろ
う
と
間
合
い
を
計
っ
て
い
る
。
日
中

関
係
の
改
善
と
は
、
二
〇
〇
六
年
に
日

中
間
で
合
意
し
た「
戦
略
的
互
恵
関
係
」

の
再
構
築
で
あ
る
。「
戦
略
的
互
恵
関

係
」
は
、
政
治
的
相
互
信
頼
の
増
進
、

人
的
・
文
化
的
交
流
の
促
進
お
よ
び
国

民
の
友
好
感
情
の
増
進
、
互
恵
協
力
の

強
化
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
へ
の
貢
献
、
グ

ロ
ー
バ
ル
な
課
題
へ
の
貢
献
等
豊
富
な

内
容
を
有
す
る
が
、
こ
の
な
か
で
最
も

重
要
な
要
素
は
、
経
済
交
流
を
通
じ
た

互
恵
関
係
の
構
築
・
強
化
と
さ
れ
る
。

経
済
交
流
を
通
じ
て
両
国
間
の
互
恵
関

係
を
緊
密
化
し
、
以
て
両
国
政
府
間
の

外
交
関
係
の
礎
と
す
る
と
い
う
発
想
で

あ
る
。
こ
れ
は
、言
い
方
を
変
え
れ
ば
、

外
交
と
い
う
政
府
機
能
の
一
端
を
民
間

経
済
界
が
担
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
特
殊
な
性
格
を
帯
び
た
日

本
企
業
の
対
中
ビ
ジ
ネ
ス
に
は
、
そ
れ

に
相
応
し
い
や
り
方
が
あ
る
は
ず
で
あ

る
。
如
何
な
る
民
間
経
済
交
流
で
も
日

中
双
方
に
ウ
ィ
ン
ウ
ィ
ン
な
の
だ
か
ら

「
戦
略
的
互
恵
関
係
」
に
貢
献
す
る
は

ず
だ
、
と
い
う
ナ
イ
ー
ブ
な
立
場
を
筆

者
は
採
ら
な
い
。
筆
者
の
考
え
で
は
、

「
戦
略
的
互
恵
関
係
」
の
再
構
築
に
最

も
効
果
的
な
民
間
経
済
交
流
は
、
中
国

の
社
会
経
済
問
題
の
解
決
に
対
す
る
貢

献
を
通
じ
て
、
中
国
が
進
め
る
社
会
経

済
シ
ス
テ
ム
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
過

程
に
関
与
す
る
、
以
て
日
中
双
方
の
広

範
な
層
が
相
互
に
対
す
る
深
い
洞
察
と

実
感
を
獲
得
す
る
、
と
い
う
展
開
で
あ

る
。
特
に
、第
一
二
次
五
か
年
計
画（
二

〇
一
一
年
三
月
）
で
謳
わ
れ
た
「
経
済

発
展
パ
タ
ー
ン
の
転
換
（
转
变
经
济
发

展
方
式
）」、
第
一
八
期
三
中
全
会
決
定

（
二
〇
一
三
年
一
一
月
）
で
謳
わ
れ
た

「
資
源
配
分
に
お
い
て
市
場
原
理
に
決

定
的
役
割
を
与
え
る
（
使
市
场
在
资
源

配
置
中
起
决
定
性
作
用
）」
と
い
う
方

向
性
は
、
今
後
の
中
国
の
社
会
経
済
シ

ス
テ
ム
の
変
革
に
大
き
な
指
針
を
与
え

る
も
の
で
あ
る
が
、我
が
国
と
し
て
は
、

こ
れ
ら
の
文
書
上
で
示
さ
れ
た
方
向
性

と
そ
れ
が
現
実
に
置
き
換
え
ら
れ
て
い

く
過
程
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
中
国
の
社

会
経
済
問
題
の
解
決
に
コ
ミ
ッ
ト
し
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

以
下
、
中
国
の
社
会
経
済
シ
ス
テ
ム

上
の
問
題
の
代
表
格
で
あ
る「
都
市
化
」

お
よ
び
「
高
齢
化
」
に
つ
い
て
、
現
状

と
問
題
に
つ
い
て
述
べ
る
。

●
都
市
化
（
城
鎮
化
）

中
国
で
は
、
二
〇
一
二
年
に
都
市
化

率
が
五
〇
％
を
超
え
（
二
〇
一
三
年
末

時
点
で
五
三
・
七
三
％
）、
二
〇
二
〇

年
に
は
都
市
化
率
が
六
〇
％
前
後
に
達

す
る
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。
中
国
の
都

市
化
（
中
国
で
は
都
市
化
は
「
城
鎮
化
」

と
呼
ば
れ
る
。
こ
れ
は
大
都
市
の
建
設

の
み
で
は
な
く
中
小
規
模
の
都
市
の
建

設
も
包
含
す
る
概
念
で
あ
る
。）
は
、

日
本
経
済
界
か
ら
み
れ
ば
、
都
市
化
建

設
の
過
程
で
生
ま
れ
る
様
々
な
イ
ン
フ

ラ
需
要
（
エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理
シ
ス
テ
ム

〈
Ｅ
Ｍ
Ｓ
〉、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
交
通
シ
ス

テ
ム
、
等
々
）
の
な
か
に
商
機
を
見
出

し
う
る
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
、
と
さ
れ
て

き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
中
国
で
は
、

第
一
一
次
五
か
年
計
画
（
二
〇
〇
六
〜

一
〇
年
）
策
定
以
降
、「
エ
コ
シ
テ
ィ
」

「
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
」
と
い
っ
た
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
全
国
各
地
で
進
め
ら
れ
て

き
て
お
り
、
四
〇
〇
件
か
ら
五
〇
〇
件

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
あ
る
と
さ
れ
る
も

の
の
、
一
部
の
例
外
を
除
い
て
成
功
し

て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
胡
錦
濤
政
権

下
で
、
第
一
二
次
五
か
年
計
画
（
二
〇

一
一
〜
一
五
年
）
が
策
定
さ
れ
、「
経

済
発
展
パ
タ
ー
ン
の
転
換
」
が
叫
ば
れ

て
以
降
、
徐
々
に
中
国
経
済
は
「
量
よ

り
質
」の
時
代
に
入
り
つ
つ
あ
っ
た
が
、

地
方
政
府
幹
部
の
人
事
考
課
に
お
い
て

そ
の
よ
う
な
方
向
転
換
が
徹
底
し
て
い

な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
都
市
化
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
お
い
て
は
必
ず
し
も
「
量

よ
り
質
」
の
方
針
が
貫
か
れ
ず
、
十
分

な
見
通
し
も
な
い
ま
ま
各
地
方
で
同
種

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
立
ち
上
げ
ら
れ
、

単
な
る
不
動
産
開
発
と
し
か
呼
べ
な
い

都
市
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
乱
立
す
る
事

田
村 

暁
彦

現
地

リポ ート



47 アジ研ワールド・トレンドNo.227（2014. 9）

る
公
共
サ
ー
ビ
ス
が
相
対
的
に
減
価
す

る
可
能
性
を
懸
念
し
こ
れ
に
反
対
す
る

他
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
提
供
主
体
で
あ
る

地
方
政
府
も
財
源
不
足
を
理
由
に
消
極

的
な
対
応
に
終
始
す
る
可
能
性
が
高

い
。
都
市
化
を
進
め
て
い
く
に
当
た
っ

て
の
資
金
源
が
中
国
政
府
に
十
分
に
あ

る
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
不
安
が
払

拭
出
来
な
い
。
中
国
に
は
マ
ネ
ー
が
な

い
訳
で
は
な
い
。
む
し
ろ
約
四
兆
ド
ル

と
い
う
豊
富
な
外
貨
準
備
を
背
景
に
し

た
大
量
の
ベ
ー
ス
マ
ネ
ー
が
国
内
に
滞

留
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
マ
ネ
ー

が
、
短
期
的
に
は
リ
タ
ー
ン
を
生
ま
な

い
社
会
保
障
や
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
資
金

と
し
て
は
活
用
さ
れ
難
い
構
造
に
な
っ

て
い
る
の
が
問
題
で
あ
る
。
マ
ネ
ー
は

土
地
等
固
定
資
産
を
担
保
に
し
て
銀
行

が
地
方
政
府
に
提
供
し
、
地
方
政
府
は

こ
れ
を
工
業
用
地
や
イ
ン
フ
ラ
整
備
や

不
動
産
開
発
に
充
当
す
る
と
い
う
展
開

が
主
で
あ
り
、（
提
供
さ
れ
た
マ
ネ
ー

に
対
す
る
リ
タ
ー
ン
も
生
ま
ず
、
地
方

官
僚
の
実
入
り
に
も
繋
が
り
に
く
い
）

社
会
保
障
や
公
共
サ
ー
ビ
ス
に
は
充
当

さ
れ
難
い
。

な
お
、
三
中
全
会
決
定
で
は
、
地
方

政
府
に
よ
る
農
地
の
強
制
収
用
を
縮
小

し
か
つ
補
償
額
を
合
理
化
す
る
こ
と
、

都
市
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
資
金
調
達
手
段

と
し
て
地
方
政
府
に
地
方
債
発
行
を
認

会
と
消
費
機
会
を
与
え
る
、
と
い
う
考

え
方
で
あ
る
。
都
市
側
で
は
、
例
え
ば

北
京
や
上
海
等
の
大
規
模
都
市
は
既
に

キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
を
超
え
て
お
り
、
交
通

渋
滞
や
環
境
汚
染
等
が
甚
だ
し
い
。
も

う
一
方
の
農
村
側
で
も
、
農
地
を
手
放

し
農
業
を
離
れ
た
後
の
生
活
が
必
ず
し

も
明
る
く
な
い
と
い
う
認
識
が
農
民
の

間
に
広
が
っ
て
お
り
、
都
市
化
過
程
へ

の
農
民
の
協
力
が
従
来
ほ
ど
積
極
的
で

は
な
く
な
っ
て
い
る
、
と
い
う
事
情
が

あ
る
。
土
地
に
対
す
る
農
民
の
権
利
は

弱
く
、
僅
か
な
補
償
金
で
地
方
政
府
が

土
地
収
用
を
進
め
る
こ
と
で
得
ら
れ
る

土
地
取
引
収
入
が
、
地
方
政
府
に
よ
る

開
発
の
動
力
で
あ
っ
た
。
今
後
中
国
経

済
が
粗
放
型
経
済
発
展
か
ら
脱
却
す
る

決
意
を
固
め
て
い
る
以
上
、
地
方
政
府

の
開
発
は
、
最
早
こ
の
よ
う
な
動
力
に

依
存
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
。

な
お
、
人
事
考
課
の
面
で
は
既
に
手

が
打
た
れ
て
い
る
。
中
国
共
産
党
中
央

組
織
部
は
二
〇
一
三
年
一
二
月
九
日
、

地
方
政
府
の
幹
部
人
事
に
影
響
を
与
え

る
考
課
基
準
に
関
す
る
通
知
を
公
表

し
、
経
済
成
長
率
至
上
主
義
か
ら
の
脱

却
、
環
境
保
護
や
過
剰
生
産
能
力
解
消

等
の
重
点
化
を
明
示
し
た
。

最
大
の
難
題
は
財
源
問
題
で
あ
ろ

う
。
農
民
工
の
市
民
化
に
対
し
て
は
、

既
存
の
都
市
住
民
は
自
ら
が
享
受
出
来

済
の
発
展
パ
タ
ー
ン
の
転
換
、
即
ち
投

資
主
導
型
か
ら
消
費
主
導
型
に
転
換
し

て
い
く
こ
と
を
企
図
し
て
い
る
。

中
国
共
産
党
指
導
部
が
二
〇
一
二
年

一
一
月
に
交
替
し
て
以
降
、
新
た
に
発

足
し
た
習
近
平
政
権
下
で
は
、
中
国
の

都
市
化
と
い
う
課
題
に
対
し
て
、
よ
り

本
質
に
迫
り
つ
つ
取
り
組
ん
で
い
る
よ

う
に
見
受
け
ら
れ
る
。「
都
市
化
」
は
、

単
な
る
「
エ
コ
シ
テ
ィ
」
建
設
で
は
な

く
、
都
市
と
農
村
、
ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト
、

産
業
と
社
会
福
祉
、
を
統
合
的
に
捉
え

て
一
体
的
に
発
展
さ
せ
て
い
く
と
い
う

方
向
性
を
明
確
に
打
ち
出
し
て
い
る
。

例
え
ば
、
昨
年
一
二
月
一
二
〜
一
三
日

に
、
中
央
経
済
工
作
会
議
に
重
な
る
形

で
初
め
て
開
催
さ
れ
た
「
中
央
都
市
化

工
作
会
議
」
に
お
い
て
、
こ
の
方
向
性

が
明
確
に
打
ち
出
さ
れ
た
。
こ
の
方
向

性
の
背
後
に
あ
る
の
は
、
従
来
型
の
都

市
化
は
限
界
に
き
て
お
り
、
農
業
現
代

化
と
関
連
さ
せ
た
中
小
都
市
の
開
発
を

通
じ
た
「
新
型
都
市
化
」
を
進
め
る
の

が
、
中
国
の
実
情
に
最
も
合
致
す
る
、

と
い
う
認
識
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
た

め
に
、
都
市
で
就
業
し
生
活
す
る
農
民

工
の
「
市
民
化
」
を
進
め
る
、
即
ち
、

中
小
規
模
都
市
を
中
心
に
農
民
工
に
都

市
戸
籍
を
与
え
、
都
市
住
民
と
同
様
の

社
会
保
障
を
享
受
さ
せ
、
都
市
に
お
い

て
サ
ー
ビ
ス
業
を
中
心
と
す
る
就
業
機

態
と
な
っ
た
。
中
国
国
内
関
係
者
や
日

本
企
業
を
含
む
外
資
企
業
は
い
ず
れ

も
、
都
市
建
設
の
ご
く
一
部
分
を
受
注

す
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
中
国
の
都
市

化
と
い
う
大
き
な
潮
流
の
本
質
を
理
解

す
る
手
掛
か
り
を
与
え
ら
れ
ず
、
各
地

で
展
開
さ
れ
る
「
エ
コ
シ
テ
ィ
」
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
翻
弄
さ
れ
た
と
い
う
の
が

実
態
と
い
え
よ
う
。

一
方
で
、
中
国
中
央
政
府
の
都
市
化

関
係
者
は
、中
国
の
都
市
化
の
本
質
は
、

「
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
」
建
設
と
「
ハ
イ

テ
ク
産
業
の
誘
致
」
な
ど
に
は
な
く
、

む
し
ろ「
農
民
工
の
市
民
化
」と「
サ
ー

ビ
ス
産
業
の
発
展
」
に
あ
る
と
い
う
こ

と
を
理
解
し
て
い
る
。「
農
民
工
の
市

民
化
」
に
つ
い
て
い
え
ば
、
都
市
化
率

が
五
〇
％
を
超
え
た
と
い
っ
て
も
、
戸

籍
に
基
づ
く
「
都
市
戸
籍
率
人
口
」
は

三
五
・
七
％
に
過
ぎ
ず
、
農
民
工
は
都

市
に
お
け
る
「
二
級
市
民
」
の
座
に
甘

ん
じ
て
お
り
、
都
市
住
民
と
し
て
の
十

分
な
就
業
・
消
費
生
活
を
送
る
こ
と
が

出
来
な
い
。こ
れ
を
解
決
す
る
に
は「
農

民
工
の
市
民
化
」、
即
ち
農
民
工
へ
の

都
市
戸
籍
付
与
が
必
要
で
あ
る
が
、
こ

れ
は
即
ち
「
当
該
農
民
工
の
公
共
サ
ー

ビ
ス
の
費
用
を
誰
が
負
担
す
る
か
」
と

い
う
問
題
と
同
義
で
あ
る
。
中
国
政
府

は
、
農
民
工
の
市
民
化
を
通
じ
て
都
市

化
・
城
鎮
化
を
推
進
し
、
以
て
中
国
経

中国社会経済システムのバージョンアップと日中間「戦略的互恵関係」の再構築
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め
る
こ
と
、
地
方
政
府
の
税
収
基
盤
の

強
化
の
た
め
に
地
方
税
体
系
を
整
備
す

る
こ
と
、
国
有
企
業
の
国
庫
納
付
を
拡

大
し
社
会
保
障
の
財
源
と
す
る
こ
と
、

と
い
っ
た
内
容
が
盛
り
込
ま
れ
て
お

り
、地
方
財
政
の
健
全
化
と
社
会
保
障
・

公
共
サ
ー
ビ
ス
の
資
金
充
実
化
が
企
図

さ
れ
て
い
る
。

「
新
型
都
市
化
」
に
話
を
戻
す
と
、

日
中
間
で
の
都
市
化
を
巡
る
協
力
過
程

で
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
こ
と
は
、「
新

型
都
市
化
」
と
い
う
方
向
性
、
即
ち
、

中
国
の
都
市
化
と
は
、
省
エ
ネ
環
境
、

農
業
現
代
化
、
社
会
保
障
整
備
、
高
齢

化
対
応
、
新
型
産
業
振
興
、
サ
ー
ビ
ス

産
業
、
消
費
主
導
へ
の
発
展
パ
タ
ー
ン

転
換
と
い
っ
た
様
々
な
要
素
を
統
合
的

に
解
決
し
、
新
た
な
「
複
雑
系
」
を
構

築
し
て
い
く
こ
と
な
の
だ
、
と
い
う
方

向
性
が
鮮
明
に
な
っ
て
く
る
に
つ
れ

て
、
生
活
習
慣
や
風
土
を
含
む
総
合
的

な
国
情
の
類
似
性
が
、
中
国
が
都
市
化

プ
ロ
セ
ス
を
行
う
際
の
パ
ー
ト
ナ
ー
選

び
に
と
っ
て
益
々
重
要
に
な
っ
て
い
る

こ
と
、
そ
し
て
、
そ
の
理
由
で
、
中
国

政
府
は
、
都
市
化
プ
ロ
セ
ス
で
は
日
本

と
の
協
力
関
係
を
重
視
し
て
い
る
と
い

う
事
実
で
あ
る
。
国
家
発
展
改
革
委
員

会
都
市
化
中
心
の
李
鉄
主
任
は
、
本
年

四
月
に
上
海
で
開
催
さ
れ
た
二
〇
一
四

中
国
都
市
化
ハ
イ
レ
ベ
ル
国
際
フ
ォ
ー

ラ
ム
の
席
上
で
、「
我
们
也
知
道
日
本

作
为
东
亚
的
国
家
在
城
镇
化
方
面
国
情

和
中
国
有
很
多
类
似
的
地
方
、
人
多
地

少
、
高
速
的
人
口
增
加
、
可
以
为
中
国

提
供
很
多
先
进
的
经
验
、
很
多
教
训
可

以
被
中
国
吸
取
」（
日
本
は
東
ア
ジ
ア

の
国
と
し
て
都
市
化
に
お
け
る
国
情
は

中
国
と
類
似
す
る
側
面
が
多
く
存
在
す

る
と
理
解
し
て
い
る
。
人
口
は
多
く
土

地
は
少
な
い
こ
と
、
人
口
増
加
の
ス

ピ
ー
ド
の
速
さ
等
。
日
本
は
、
中
国
に

対
し
て
多
く
の
先
進
的
な
経
験
を
提
供

す
る
と
共
に
、
多
く
の
教
訓
を
中
国
が

吸
収
す
る
こ
と
が
出
来
る
）
と
述
べ
、

日
中
の
国
情
の
類
似
性
を
重
視
し
て
い

る
。
ま
た
、大
都
市
問
題
（
交
通
渋
滞
、

住
宅
供
給
、
流
動
人
口
の
就
業
・
住
居

問
題
、
都
市
と
農
村
の
関
係
、
イ
ン
フ

ラ
）
お
よ
び
中
小
都
市
に
お
け
る
バ
ラ

ン
ス
の
取
れ
た
発
展
過
程
や
都
市
化
の

速
度
、
産
業
発
展
と
の
連
関
性
に
お
け

る
特
色
等
に
着
目
し
て
い
る
と
も
述
べ

て
い
る
。
従
っ
て
、
こ
れ
ま
で
の
中
国

都
市
化
関
連
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
日

本
経
済
界
は
こ
れ
ま
で
は
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
や
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
等
の
後
塵
を
拝
し

て
き
て
い
る
が
、
今
後
の
「
新
型
都
市

化
」
関
連
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
お
い
て
は
、

日
本
は
有
利
な
位
置
に
付
け
て
い
る
。

●
高
齢
化

高
齢
化
は
日
本
に
と
っ
て
も
最
も
重

大
な
構
造
的
問
題
で
あ
る
が
、
中
国
の

高
齢
化
は
独
特
の
事
情
に
よ
り
そ
の
進

行
が
非
常
に
速
い
。
中
国
全
国
老
齢
工

作
委
員
会
副
主
任
を
務
め
る
李
立
国
民

政
部
部
長
は
、
二
〇
一
三
年
一
一
月
二

日
に
開
催
さ
れ
た
「
二
〇
一
三
中
国
老

齢
事
業
発
展
高
層
論
壇
」
に
お
い
て
、

「
中
国
は
、
高
齢
者
人
口
（
六
〇
歳
以

上
）
が
世
界
で
最
も
多
い
国
家
で
あ

り
、
高
齢
者
人
口
は
今
年
二
億
人
を
突

破
し
、
二
〇
二
五
年
に
三
億
人
、
二
〇

三
四
年
に
は
四
億
人
を
そ
れ
ぞ
れ
上
回

る
見
通
し
だ
。
こ
の
状
況
は
、
中
国
の

高
齢
化
対
策
事
業
に
厳
し
い
課
題
を
突

き
つ
け
て
い
る
。」と
述
べ
た
。（
な
お
、

同
委
員
会
弁
公
室
の
閻
青
春
副
主
任

は
、
二
〇
一
四
年
五
月
四
日
に
開
催
さ

れ
た
「
第
三
回
中
国
養
老
サ
ー
ビ
ス
業

発
展
論
壇
」
に
お
い
て
、「（
全
国
高
齢

者
人
口
は
）
二
〇
二
三
年
に
三
億
人
に

達
し
、
二
〇
三
三
年
に
四
億
人
に
達
す

る
」
と
述
べ
て
お
り
、
予
測
が
よ
り
厳

し
い
内
容
に
修
正
さ
れ
て
い
る
）
ち
な

み
に
、
昨
年
末
時
点
で
高
齢
者
人
口
が

二
億
人
を
突
破
し
た
（
二
・
〇
二
）
こ

と
に
よ
り
、高
齢
者
人
口
比
率
は
一
四
・

九
％
と
な
っ
た
。（
ち
な
み
に
、
北
京

市
で
は
高
齢
者
人
口
は
既
に
総
人
口
の

二
一
％
に
達
し
て
い
る
。
一
般
的
に
都

市
部
の
方
が
高
齢
者
比
率
は
高
い
）

高
齢
化
は
、
先
進
国
に
と
っ
て
も
共

通
の
課
題
だ
が
、中
国
の
高
齢
化
に
は
、

先
進
国
に
は
な
い
二
つ
の
独
特
の
問
題

が
存
在
す
る
。
ひ
と
つ
は
、
い
わ
ゆ
る

「
未
富
先
老
（
豊
か
に
な
る
前
に
老
い

る
）」
の
問
題
で
あ
る
。
中
国
国
務
院

発
展
研
究
中
心
の
李
偉
主
任
は
、
前
記

高
層
論
壇
に
お
い
て
「
先
進
国
が
高
齢

化
社
会
に
突
入
し
た
時
点
で
の
国
民
一

人
あ
た
り
Ｇ
Ｎ
Ｐ
は
、
大
体
五
〇
〇
〇

ド
ル
か
ら
一
万
ド
ル
も
し
く
は
そ
れ
以

上
で
あ
っ
た
。
一
方
、
中
国
が
高
齢
化

社
会
に
入
っ
た
二
〇
〇
一
年
、
Ｇ
Ｎ
Ｐ

は
漸
く
一
〇
〇
〇
ド
ル
（
約
九
万
八
〇

〇
〇
円
）
を
超
え
た
ば
か
り
で
、
二
〇

一
二
年
に
漸
く
六
〇
〇
〇
ド
ル
（
約
四

八
万
八
〇
〇
〇
円
）
を
上
回
っ
た
に
過

ぎ
な
い
。
高
齢
化
に
対
応
す
る
た
め
の

経
済
的
基
盤
が
あ
ま
り
に
も
脆
弱
だ
」

と
語
っ
た
。

も
う
ひ
と
つ
は
、
い
わ
ゆ
る
「
空
巣

化
」
の
問
題
で
あ
る
。
中
国
で
は
、
高

齢
者
の
一
人
暮
ら
し
ま
た
は
夫
婦
だ
け

の
世
帯
が
急
激
に
増
加
し
て
い
る
が
、

こ
の
よ
う
な
家
庭
は
「
空
巣
家
庭
」
と

呼
ば
れ
る
。
一
人
っ
子
政
策
の
結
果
、

人
口
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
に
大
き
く
歪
み
が
生

じ
た
こ
と
が
原
因
で
あ
る
が
、
こ
の
た

め
、
家
に
残
っ
て
高
齢
者
の
面
倒
を
み

る
若
者
が
激
減
し
て
い
る
（
こ
の
よ
う
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な
現
状
は
「
四
二
一
」
と
呼
ば
れ
る
こ

と
が
あ
る
。
現
在
の
中
国
の
一
般
的
な

家
庭
構
成
で
、
二
人
の
夫
婦
が
四
人
の

親
（
老
人
）
と
一
人
の
子
供
を
養
う
状

況
で
あ
る
こ
と
を
指
す
）。「
空
巣
率
」

を
み
る
と
、
二
〇
〇
〇
年
に
は
三
九
％

で
あ
っ
た
の
が
、
二
〇
一
二
年
で
は
五

一
％
ま
で
増
加
し
て
い
る
（
な
お
、
こ

の
数
字
は
全
国
平
均
値
で
あ
り
、
一
般

的
に
い
っ
て
、
都
市
部
が
高
く
農
村
部

は
低
い
）。

「
空
巣
化
」
に
関
連
し
て
、
中
国
政

府
は
二
〇
〇
八
年
一
月
に
「
关
于
全
面

推
进
居
家
养
老
服
务
工
作
的
意
见
（
在

宅
養
老
サ
ー
ビ
ス
を
全
面
的
に
推
進
す

る
件
に
関
す
る
意
見
）」
を
発
出
し
て

以
降
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
化
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
現
在
、
中

国
政
府
は
、
養
老
サ
ー
ビ
ス
体
系
の

構
築
に
あ
た
っ
て
「
九
〇
七
三
」
と

い
う
目
標
を
掲
げ
て
い
る
。
こ
れ
は
、

「
九
〇
％
の
高
齢
者
を
自
宅
で
介
護
し
、

七
％
の
高
齢
者
を
社
区
の
サ
ー
ビ
ス
に

よ
っ
て
介
護
し
、
三
％
の
高
齢
者
を
施

設
で
介
護
す
る
」
と
い
う
方
針
を
指
す

が
、
こ
れ
は
、
家
庭
で
の
介
護
と
い
う

中
国
の
伝
統
的
方
式
を
基
本
と
し
つ
つ

も
、「
空
巣
化
」
と
い
う
現
実
も
直
視

し
て
高
齢
者
介
護
の
ニ
ー
ズ
に
現
実
的

に
対
応
し
て
い
く
と
い
う
方
向
性
を
志

向
す
る
も
の
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
老
人
ホ
ー
ム
や
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
急
ピ
ッ
チ
の
整
備
や
育
成

は
、
民
政
部
等
関
係
政
府
部
門
に
は
喫

緊
の
課
題
と
認
識
さ
れ
て
い
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
資
金
も
土
地
も
人
材
も
不

足
し
て
い
る
（
融
资
难
、
用
地
难
、
护

理
人
员
招
聘
难
）
こ
と
が
介
護
産
業
の

発
展
の
障
害
と
な
っ
て
い
る
。
特
に
資

金
不
足
問
題
は
、
前
述
の
都
市
化
に
お

け
る
財
源
問
題
と
同
根
で
あ
る
。
中
国

政
府
は
こ
の
領
域
に
市
場
原
理
を
導
入

し
、
外
資
を
含
む
民
間
資
本
の
参
入
を

期
待
し
て
い
る
が
、
一
部
の
高
額
所
得

者
相
手
の
も
の
を
除
け
ば
、
介
護
ビ
ジ

ネ
ス
は
年
金
や
介
護
保
険
と
い
っ
た
社

会
保
障
制
度
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
る
面

が
強
い
た
め
、
社
会
保
障
制
度
の
整
備

な
し
で
は
い
く
ら
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
振

興
し
て
も
、
掛
け
声
倒
れ
に
終
わ
る
可

能
性
が
高
い
。
実
際
、
中
国
国
内
の
不

動
産
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
が
補
助
金
目
当
て

に
老
人
ホ
ー
ム
事
業
参
入
す
る
と
い
う

動
き
も
あ
る
よ
う
だ
が
、
こ
れ
ら
の
事

業
の
対
象
者
は
富
裕
層
で
か
つ
自
立
者

（
＝
介
護
不
要
者
）
で
あ
り
、
中
国
政

府
の
思
惑
と
現
場
の
実
態
が
大
き
く
乖

離
し
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

な
お
、
中
国
政
府
の
目
指
す
方
向
性

に
呼
応
し
て
、
中
国
に
お
け
る
介
護

サ
ー
ビ
ス
産
業
（
老
人
ホ
ー
ム
運
営
）

に
参
入
す
る
中
国
民
間
企
業
や
外
資
企

業
も
出
て
き
て
は
い
る
。
日
系
企
業
も

例
外
で
は
な
い
。
し
か
し
、
実
際
の
現

場
で
は
、
中
国
の
習
慣
に
よ
り
、
高
齢

者
の
世
話
を
他
人
に
任
せ
る
こ
と
に
抵

抗
が
あ
る
向
き
も
少
な
く
な
く
、
サ
ー

ビ
ス
提
供
の
現
場
で
は
サ
ー
ビ
ス
提
供

者
側
と
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
側
の
間
の
ト
ラ

ブ
ル
も
多
い
模
様
で
あ
る
。
ま
た
、
そ

の
た
め
に
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
の

採
用
や
育
成
・
ク
オ
リ
テ
ィ
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
は
最
も
重
要
な
課
題
で
あ
り
、

外
資
企
業
が
直
面
す
る
大
き
な
問
題
と

な
っ
て
い
る
。
更
に
、
何
よ
り
も
介
護

保
険
整
備
が
未
整
備
で
あ
る
た
め
、
高

額
（
例
え
ば
月
額
七
〇
〇
〇
〜
一
万
三

〇
〇
〇
元
）
か
つ
専
門
家
対
応
が
求
め

ら
れ
る
領
域
（
例
え
ば
認
知
症
）
に
関

す
る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
等
ニ
ッ
チ

領
域
で
の
ビ
ジ
ネ
ス
以
外
は
、
少
な
く

と
も
日
系
企
業
は
競
争
力
を
発
揮
し
え

な
い
、
従
っ
て
参
入
の
動
因
が
生
じ
な

い
、
と
い
う
の
が
現
状
と
い
え
よ
う
。

と
も
か
く
、
中
国
政
府
は
真
剣
に
介

護
関
連
産
業
の
振
興
と
い
う
目
標
に
向

か
っ
て
努
力
を
続
け
て
お
り
、
保
険
制

度
整
備
、
養
老
施
設
、
高
齢
者
対
応
商

品
、
人
材
育
成
、
等
の
分
野
に
つ
い
て

日
本
に
対
し
て
協
力
を
求
め
て
き
て
い

る
。
日
本
は
、
世
界
で
も
数
少
な
い
介

護
保
険
制
度
を
整
備
し
て
い
る
国
で
あ

る
こ
と
に
加
え
、
欧
米
と
比
べ
て
ア
ジ

ア
の
国
と
し
て
「
家
庭
介
護
」
を
基
本

と
す
る
伝
統
を
有
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
中
国
と
し
て
は
特
に
日
本
の
経
験

を
参
考
に
す
る
意
欲
が
極
め
て
強
い
よ

う
に
見
受
け
ら
れ
る
。高
齢
化
問
題
は
、

都
市
化
と
同
様
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
上

に
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
フ
ァ
ク
タ
ー
が
濃
厚

な
課
題
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
文
化
的
に

類
似
性
の
あ
る
国
を
参
考
に
し
た
い
と

い
う
意
向
が
強
い
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ

う
。

●
終
わ
り
に

我
が
国
と
し
て
能
動
的
戦
略
的
に
日

中
間
に
お
い
て
「
互
恵
関
係
」
を
構
築

す
る
に
は
、
中
国
政
府
部
門
が
日
本
に

何
を
期
待
し
て
い
る
か
を
理
解
す
る
必

要
が
あ
る
。伝
統
的
に
は「
雇
用
」や「
技

術
・
ノ
ウ
ハ
ウ
」
と
い
う
と
こ
ろ
で
あ

ろ
う
が
、
昨
今
注
目
に
値
す
る
の
は
、

中
国
政
府
側
が
日
本
に
対
し
て
最
近
最

も
関
心
を
寄
せ
て
い
る
の
は
、実
は「
政

策
」
で
あ
る
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
特

に
、
都
市
化
や
高
齢
化
と
い
っ
た
問
題

に
お
い
て
、
中
国
側
が
日
本
に
対
し
て

大
き
な
期
待
を
寄
せ
る
対
象
は
、実
は
、

日
本
が
同
種
の
問
題
を
解
決
し
て
き
た

「
政
策
」
の
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
ー
で
あ

り
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
な
の
で
あ
る
。
目

下
の
最
重
要
課
題
で
あ
る
「
中
所
得
国

の
罠
」
へ
の
陥
入
回
避
の
た
め
に
、
今
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中
国
政
府
が
最
も
必
要
と
し
て
い
る
の

は
、
中
国
経
済
が
長
期
に
亘
っ
て
持
続

的
に
発
展
す
る
た
め
の
「
社
会
経
済
シ

ス
テ
ム
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
」
な
の

だ
。三

中
全
会
決
定
は
、「
資
源
配
分
に

お
い
て
市
場
原
理
に
決
定
的
役
割
を
与

え
る
」
と
い
う
の
が
最
も
重
要
な
内
容

だ
が
、
こ
れ
は
、
中
国
政
府
が
中
国
の

社
会
経
済
シ
ス
テ
ム
を
欧
米
型
に
改
造

す
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で

は
な
い
。
筆
者
の
中
国
人
の
友
人
で
共

産
党
中
央
の
要
職
を
務
め
る
者
は
、「
日

本
は
、
東
洋
の
国
と
し
て
西
洋
を
模
倣

し
て
真
っ
先
に
先
進
国
化
し
た
。
し
か

し
、
日
本
が
現
在
先
進
国
と
し
て
直
面

す
る
問
題
は
、
更
な
る
西
洋
化
で
は
解

決
出
来
な
い
。
今
こ
そ
日
中
間
で
協
力

し
て
こ
れ
を
超
克
す
る
時
だ
」と
い
う
。

ま
た
、
地
方
政
府
の
幹
部
の
友
人
と
話

す
と
、「
三
中
全
会
決
定
の
記
載
内
容

は
あ
る
が
、
中
国
の
実
際
の
国
情
、
特

に
地
方
の
実
情
に
合
っ
た
改
革
し
か
現

実
に
は
実
行
出
来
な
い
」
と
述
べ
る
。

中
国
は
社
会
経
済
シ
ス
テ
ム
の
バ
ー

ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
に
あ
た
っ
て
は
、
日
本

の
経
験
も
踏
ま
え
つ
つ
、
洋
の
東
西
の

「
美
味
し
い
と
こ
取
り
」
を
し
て
、
中

国
独
特
の
国
情
に
合
っ
た
独
自
の
モ
デ

ル
を
構
築
す
べ
く
模
索
を
し
て
い
る
。

こ
の
過
程
は
、
今
後
長
期
間
に
亘
る
試

行
錯
誤
の
過
程
で
あ
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
る
。
そ
し
て
、
中
国
に
関
わ
る
全
て

の
プ
レ
イ
ヤ
ー
は
、
こ
の
過
程
（
こ
れ

は
極
め
て
内
向
き
の
過
程
で
あ
ろ
う
）

に
振
り
回
さ
れ
続
け
る
こ
と
に
な
る
。

さ
て
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、「
政

策
」
自
体
の
ア
ー
キ
テ
ク
ト
お
よ
び
オ

ペ
レ
ー
タ
ー
の
主
軸
は
、
経
済
界
で
は

な
く
政
府
で
あ
る
。
し
か
し
、
中
国
が

日
本
か
ら
学
び
取
り
た
い
の
は
、「
日

本
の
官
民
が
社
会
経
済
シ
ス
テ
ム
を
構

築
し
運
営
し
て
各
問
題
に
対
処
し
て
き

た
」
と
い
う
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
な
過
程
で

あ
る
。
従
っ
て
、日
本
経
済
界
と
し
て
、

中
国
政
府
と
の
関
係
に
お
い
て
「
政

策
」
を
中
核
に
据
え
た
「
互
恵
関
係
」

を
構
築
す
る
た
め
に
は
、
日
本
側
の
官

民
間
の
一
層
緊
密
な
連
携
が
必
要
で
あ

る
。
例
え
ば
、
中
国
の
都
市
化
が
、
省

エ
ネ
環
境
、
農
業
現
代
化
、
社
会
保
障

整
備
、
高
齢
化
対
応
、
新
型
産
業
振

興
、
サ
ー
ビ
ス
産
業
、
消
費
主
導
へ
の

発
展
パ
タ
ー
ン
転
換
と
い
っ
た
様
々
な

要
素
を
統
合
的
に
解
決
し
て
い
く
と
い

う
局
面
に
な
る
に
つ
れ
て
、
日
本
に
期

待
し
て
い
る
の
は
「
政
策
」
を
巡
る
経

験
で
あ
る
こ
と
が
如
実
に
な
り
つ
つ
あ

る
。
高
齢
化
に
つ
い
て
も
、
中
国
政
府

は
、
高
齢
化
社
会
の
到
来
を
視
野
に
入

れ
て
、
介
護
保
険
制
度
の
整
備
か
ら
介

護
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
振
興
ま
で
、
民
政

部
等
の
関
連
政
府
部
門
や
民
間
企
業

等
、
官
民
を
挙
げ
て
、
日
本
の
高
齢
化

対
応
シ
ス
テ
ム
に
大
い
に
関
心
を
寄
せ

て
い
る
と
い
う
現
実
が
あ
る
。
こ
れ
ら

の
動
き
に
対
し
て
、
日
本
政
府
・
民
間

双
方
の
関
係
者
に
は
、
日
本
国
内
で
の

官
民
連
携
を
強
固
な
も
の
に
し
、
以

て
「
政
策
」
交
流
を
ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク

な
日
中
間
の
戦
略
的
互
恵
関
係
の
強
化

に
繋
げ
て
い
こ
う
と
い
う
意
識
が
、
ま

だ
不
十
分
で
あ
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ

る
。
中
国
が
独
自
に
創
造
し
よ
う
と
し

て
い
る
社
会
経
済
シ
ス
テ
ム
は
、
日
本

の
そ
れ
と
も
甚
だ
異
な
っ
た
も
の
と
な

る
可
能
性
が
高
い
が
、
と
も
か
く
ま
ず

は
、
日
本
国
内
の
官
民
が
、
我
が
国
自

身
の
社
会
経
済
シ
ス
テ
ム
の
あ
り
方
に

つ
い
て
意
識
を
向
上
さ
せ
そ
れ
を
バ
ー

ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
し
て
い
く
姿
勢
を
持
つ

べ
き
で
あ
る
。
そ
し
て
、
日
本
国
内
の

官
民
間
で
一
層
の「
戦
略
的
協
力
関
係
」

が
構
築
さ
れ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
た

い
。
そ
の
う
え
で
、
日
本
側
官
民
を
挙

げ
て
、
中
国
の
社
会
経
済
シ
ス
テ
ム
の

バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
過
程
に
関
与
す
る

な
か
で
、
中
国
の
現
状
と
限
界
に
対
す

る
深
い
洞
察
と
実
感
を
獲
得
し
、
日
中

間
の
「
戦
略
的
互
恵
関
係
」
を
再
構
築

し
て
い
く
と
い
う
展
開
が
望
ま
れ
る
。
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